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２０２６年２月度 登録団体からの報告（抜粋）

（団体名など特定できそうなものは割愛しておりますのでご了承下さい）

【２月】お米配布家庭数：１,１６６家庭 お米配布人数：２,４１７名

①今月は鶏天とレンコンの天ぷら、チャプチェ風春雨炒め、五目豆、ごはんと味噌汁、ゴロゴロり

んごゼリーというメニューでした。

チャプチェ風春雨炒めは、子どもにも高齢者にも大人気でした。最近は子どもたちが食べ終わっ

た食器を「ごちそうさまでした！」と大きな声で言いながら片付けてくれます。 いつもご支援い

ただいているおかげで、楽しくこども食堂が運営できています。

本当にありがとうございます。

②３０キロのお米を４合に分け、大体５０軒ぐらいにわたるように作っておいたのですが、当日足

りずにフードパントリーの裏で不足分の約２０軒分を慌てて作りました。

毎回お米を配るのが皆さんに喜ばれ、だんだん数が増えて来ました。

お米の寄付ありがとうございます。

③中学校の体育の先生を招いてみんなで身体を動かした後、子供食堂をしました。

子供達が率先してお手伝いしてくれて、食に感謝して食べる様子が良かったと感じました。

④今回たくさんの参加ではありましたが、方々からご寄付頂いたお米を蓄積して、１キロずつお配

りすることができました。

活動をするなかで、シングルの家庭、多子の家庭、外国籍の家庭、病気を抱えている方の家庭、

経済的には困窮というほどでなくても節約されている家庭、じわっと見えてきます。

理由はどうあれ、おいしいキーマカレーをおいしいねと言い合って頬張れる場所をこれからも続

けていきたいと思います。

⑤いつもご支援いただきありがとうございます。このところ、会食終了後「おにぎりを作ってくだ

さい」と申し出る児童が数名います。 ２月２２日の連休の時は「このあと勉強するからおにぎ

り・残り物もらっていいですか」と言ってくる子もいました。

お米を提供いただくことで、子どもたちにおにぎり提供もできることに感謝申し上げます。

⑥今回は、先月のメニューで「自分達でおにぎりを作りながら食べることが、とても楽しかった」

という声を沢山頂いたので、頂いた海苔を使って手巻き寿司にしました。

また寒い季節なので、野菜たっぷりのポトフ風スープで温まってもらいました。「子どもが子ど

も食堂に来ると、家では食べない野菜を沢山食べるので嬉しい」という声も聞きます。

今回は会場が２階だったので、出来上がった料理を２階に運ぶのが大変でしたが、スタッフの皆

さんの協力で無事に事故もなく終わることが出来ました。

頂いたお米と惣菜は、各家庭に配布と料理に全て使わせて頂きました。初めて参加されたシング

ルマザーの方が、お米を貰えることにびっくりされ「本当に助かります」と言っていました。

これからも出来る限り支援をしていきたいと思います。いつもご支援下さり、心より感謝申し上

げます。

⑦フリースクールに通っている中学３年の子からの進路報告がありました 夜間高校に行くそうです。

昨日は「夜間高校に行くんだよ。だから、ここへは来れなくなるけどね」と話してくれました。

４月に始めて、巣立っていく子をもう見送る事になりました。



この中学３年の子は不登校でしたので、カレー曜日を始めた日から１年通ってくれました。「毎

回来れなくなるけど、夏休みとかには来れるかな」と言ってくれました。新しい生活に慣れて、

休まず登校してくれる事を願います。

⑧ご寄付賜っておりますお米もしくはその他食品どちらかを選択いただき、パントリー形式で実施

いたしました。お米を選択される方が多く、ご寄付賜っておりますお米が先に終了いたしました。

ひとり親家庭の方に優先的にお米をお届け出来るように思考させていただこうと思っております。

⑨春を思わせるような温かい日に開催することが出来ました。今回のメニューはハヤシライス、ハ

ンバーグ、唐揚げ、里芋のふかし芋、人参とさつまいもの天ぷら、小松菜、豆乳バナナジュース、

ごまとマンゴーのプリンです。大好きなハンバーグと唐揚げでしたので、みんなあっという間に

食べ、おかわりの列が出来ていました。野菜の嫌いな子も、茹でた小松菜を美味しそうに食べ、

お母さんを驚かせていました。 みんなが楽しそうに食べている様子に、疲れも吹っ飛び、やり

がいを感じたものです。

いただいたお米本当に助かります。炊くだけでなく、子どもの人数に応じてパントリーとして持

って帰って頂いています。

ずっと見守っている母と娘２人の家庭。お姉さんが仕事にいけなくなり心配していたのですが、

時短で仕事に行くことが出来たと聞き、安心したものです。母と男の子と女の子の家庭も、母の

仕事が決まり、引っ越しの必要がなくなって安心しました。

本当にいつもご援助ありがとうございます。

⑩生活困窮者自立相談支援事業を愛知県より受託しております。

離職や収入減により経済的な困窮状態の世帯に対し、自立の為の繋ぎとしての支援としての効果

が出ています。また、子ども食堂、学習支援の子ども達への食育としての支援に繋がっています。

⑪この度は食材のご支援ありがとうございました。この日のメニューはいただいたお米を使用しハ

ンバーグカレーを提供しました。

少し暖かくなって来て、特に高齢の方の来場が増えた日でした。今年度も残すところあと1ヶ月。

中３児童は進路が決まってきて、うれしい報告をしてくれます。ワクワクドキドキ嬉しい気持ち

も多いけれど、不安もあるのかな？という感じが会話の中から読み取れます。他の子ども達も進

級・進学で嬉しさも不安も大きくなる時期です。

美味しいご飯と居場所の提供で子ども達を支えていければなと思います。

今後とも温かいご支援をよろしくお願いします。

⑫３月１日に会食形式でこども食堂を開催しました。メニューはカレーライスとカップスープとフ

ルーチェで、今回もファミマフードドライブなどを活用したパントリーを行いました。

今月は名古屋市のこども未来企画課様からも食品をたくさん頂いたので、それを利用してフルー

チェを提供し、それ以外の食品はパントリーで提供しました。こども６４人おとな４０人合計１

０４人の参加者がありました。会食形式では初めて１００人を超えました。

こども食堂の申し込みをインスタグラムや公式 LINE で行っていますが、お米の支援をする際にお

困りの家庭とお伝えしたところ、色々と家庭のことを話して下さり、ひとり親家庭など支援が必

要な実態がわかりました。

大切なお米が本当に必要な家庭に届くように、また平等に届くように、どこの家庭にどれだけ提

供したかの記録もつけるようにしました。お米の支援は本当に皆さんに喜んで頂けています。

いつもご支援ありがとうございます。

⑬生活困窮家庭の中高生を対象に子ども食堂を行っています。２月は計５回開催し、シチュー、ち

ゃんちゃん焼き、ミラノ風ドリア、すき焼き風、揚げパン、カレーうどんなどを提供しました。

特にミラノ風ドリアは大人気で、普段は食堂でもほとんど食べない子が「一口だけ」と言いなが

ら一人前を完食する姿が印象的でした。



また、パン作りやバレンタインのお菓子作りも実施しました。無気力な様子が見られた子が主体

的に参加し、次回の内容を尋ねたり、得意なことを申し出る姿も見られるようになりました。準

備や配膳を手伝う姿も増え、前向きな変化を感じています。

お米を安定して確保できたことで、毎回３合×３袋を配布することができました。「嬉しいです。

本当に助かっています」との声もあり、日々の食を支える支援の重要性を改めて実感しています。

⑭今月は地域の高齢者製作の吊るし雛を楽しみながら、ちらし寿司をいただきました。

美味しいと何度もおかわりをする子どもたちにスタッフも癒されています。困窮世帯については、

定期的な支援（食品提供と対話）により、さまざまな事情を抱えながらも以前に比べて、メンタ

ルも生活も前向きになってきています。

困窮家庭へのご支援として、定期便に乗せていただける常温の食料品がいただけましたらありが

たいです。

⑮お米は大変助かります！ おかずが無くてもおにぎは無敵です！ ありがとうございます。

⑯今月は支援していただいた食品の中に焼き海苔をいただきましたので、節分ということもあり、

恵方巻きを作り提供しました。子どもたちに季節のイベントで日本の四季を感じてもらったり、

行事の意味合いなども一緒に伝えて知っていってもらいたいという気持ちがあります。

体験や経験は子どもにとってとても大切なことだと思いますので、こども食堂でもこどもたちが

喜んでもらえるようなイベントを用意していきたいと思います。

⑰ひとり親家庭の方から卒業される方がまた１組誕生しました。

喜ばしい報告に笑顔があふれます。いつもありがとうございます。




